
令和 6年 1月 10日 

 

地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

 

事業所名・・・医療法人 仁風会 雲陽の里 

サービス種類・・・認知症対応型共同生活介護事業所 

会議開催日・・・令和 6年 1月 9日 

開催場所・・・雲陽の里 

出席者 

事業所           1 人 利用者            人 

利用者家族       地域代表者   4 人 

松江市職員  包括支援センター 1 人 

知見を有する者  その他（    ）     人 

 

活動状況報告 

1） 入所状況について 

・80代女性 12月に調子を崩され八雲病院に入院していたが死亡につき退所。次の入所者を 

 選考中。 

2） 生活状況・活動報告 

 ◎訪問看護は今年も元日から看護師が来所している。 

 ◎病院受診については感染予防対策をしながら対応継続中。 

 ◎11/29 院内研修「摂取・嚥下について」職員 2名参加 

 ◎11/30 院内研修「不審者対応について」職員 1名参加 

 ◎12/1、4 院内研修「インフルエンザ対策」職員 2名参加、他資料研修 

 ◎12/8 法人防災訓練、職員 4名参加 

 ◎12/12 院内研修「不審者対応訓練」職員 2名参加 

 ○12月より移動で職員 1名産休職員に代わって追加あり、現場経験が浅い事もあり研修への参加 

  は重点的に行っている。 

3）・インシデント及び事故報告（17件）内容と対策について報告。 

  転倒、薬の落下、洗濯物の返し間違いが減らないため、転倒が特に多い方については家具の 

  位置の変更、洗濯物は大きめの名札の貼り付けで対応する事にした。 

４）身体拘束等虐待に関する報告について 

 ・該当する事案はない 

 ・12/7の高齢者虐待防止研修を受講した。 

 

意見交換 

事）10月に入所された方の介護保険更新が近づいているが自立度が高く対象外にならないか心配。 



  入所してすぐに対象外では施設を転々とすることになりご家族に対しても申し訳ない。 

包）在宅では生活できない事柄があったから介護度の判定があり現在に至っているはず、施設での 

  サポートを受けているから施設でも落ち着いた生活が出来ている事をきちんと説明する事だと 

  思う。環境がころころ変わる事は本人にとってもしんどい事。 

地）施設に入れればまだ幸せ、家では難しくて地域で困っておられる方も多く包括にも相談する事 

  がある。 

包）地域からの声は大事だと思う。 

事）以前より話をしていた生保で相続が発生した方について相続が完了し生保が打ち切りになる事 

  が決まった。金銭的に困る事は無くなったが未だご家族との連絡が付きづらく書類等進まない 

  事柄もあり完全解決にはなっていない。９０代後半と高齢でもあり特養も申し込んでおられる 

  ので成年後見につなげておけるようにしたいと考えているが・・ 

包）後見人は金銭管理のみ経済的な事もあるが、身寄りがあるかないかは施設にとって大きな問題、

すぐに対応できる人がいないと困る事も多い。 

地）他の地域で終活協議会が一般法人であると聞いた事がる。金額によって身元保証するとか葬儀 

  までするとかあるようだが、どこまで信用できるのかとも思う。 

包）何にしても本人の意思がはっきり示されている事が重要「終活ノート」等も奨励されている。 

  意向が変われば内容の変更もありだから、できれば施設入所前から用意する方が良い。 

地）個人的にも身近に感じている。何かあった時にどうするのか不安。 

事）まずは自分の終活ノートを書いてみた方が分かる事もあると思う。 

※事業所確認欄 

□活動報告についての評価をうけることができたか  

□要望・助言等を受ける機会を設けたか  

 


